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2018NQ34 みんなで築く地域福祉のまちづくり

今回の向容 E
2 地盤義見守り力向上研修会

3 地溺住民座験会

4 ポラツティ?交流広場

5 ボランティア灘告「ジュニアボランティ?の育成J

6·7 共同事食被告

8 平成30主主度会員募集

8 鑓闘会員の紹介

8 ご若志ありがとうございま普〈翁告)
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h 平成!l!年度地即時の間活動時輔のご案内温
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と
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-
今
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っ
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。助成金額

。助成対象

司、,活動支鑓助成.ー電電

。助成金額 10 ， 000 門

。助成対像 運営の安定化を関る必要がある場合.

ただし、 1 lf.以上の活動;.l，!績があること.

聖霊盟

扇町

|詳しくはかほく市社会福祉協融会宮[C!m]抑制5 FAX(076)285-2049l

かIii.< ;Ti tま凶だよリ

。年聞を通じて定期的継続的な活動であること〈縄ね月 1 回以上)

。地峨住民のつながりづ〈りを目的とした交流活動
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[第 1 園地織座談会 1.

『地場のいいところ. 困りごとを探そう』

凶

12 1'1 6 日

外日向小学校区の裕子

II 月 29 日

金t:IIIJ、学校区の儀子

問の困りご叫うやっ明決でム
[第 2 団地繊座談会].

m
年
後
も
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
地
輔
を
目
指
し
て

3H7日

外日 I'小学校区の係子

2月 28日

金持小学校区の儲子

‘「地峨座談会」特別講演E

『我が事・丸ごと』の地峨づくり

締師 金沢市地域包括支担センターとぴうめ

センター録 中忠英氏

、12 J1 13 F1特別指械の協子
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ボ
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縦
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サ
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と
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簡
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.
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か1ま〈市ジュニアボランティアサークル
ゐ..

鉾(高総司同時間同北省中}各ザタJ'ごとにそれぞれの中掌綬下
助け隙{宇ノ気中) でボランティア活動を行コています

-塁Ii必ι一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
·..-~I 砂地蟻ザロン

お篠を入れたり。 絡に談笑したの。
レクリエーションのお手伝い

惨学重保育

遊び鮒手や、レクリエーンヨム〆の

お手伝い

砂高働者のお宅銑問

お 人暮ちしや高齢r.のみのお宅へ

『笑顔J と「元気J を附けます

恒忍草ぼ遊軍琵珍夢<ll>9司列島
今年度発足予定のボランティアサ タルです

・3四..~司川晴~.，...対織はかtまく市に住んでいる高校生l

忠則的に行うミーティングで活動を儲しあいましょう1

関心のある人は社会制祉協調会まで巡絡してください1
発足前でも柳嗣にn隙できます.

m(076)285-8885
E-mail fukushi04e@kahoku-shakyo.or.jp

小

学

生

中

、-----------------------------------
配置ボ 124 元~(h 活動保険 ，-oj 加 J< はお溌 ili.:1! 高必.1.・・

~平成 29 年度加入された方も 3月末日で補償則 110 が哨了していますので平成 30 年度の新たな

加入が必要です.お申込み お1問い合せはボランティアセンターまで.

E冨~ Aプラン. Bプラン.

1 ， 040 万伺 I ,， 400万円

6 ， 500 門 I ,0 ， 000 門

4 ， 000 内 I 6 ， 000 内

350 門 I 510
500 門 710

4月 1 日~翌年 3lt31 日
〈明位相榊酬で叩周"固ま明

ー「ポラ lJテ王ア訴動保険 J は日本国内における無償のボランティア訴動中のさまざまな事倣に
よるケガや f封書賠償民任を補償します， (僻編!<，ボランティアセンターまで〉

新縦加 l入も受付しております.お"慢にボランティアセ Jターへお問い合わせ〈ださも 1. ill(076)285-8885

~聞く問中山

盟霊童 II
回亙亙翠彊 mil 盟

t組霊 2至
繍償期間

, Aプランの死亡保険金
引き下げ

B プランの死亡保険金

引き下げ



-各募金の実績

「一 IIi<名

赤い羽線共同募金

歳末たすけあい募金

合計

.共同募金額実績の肉駅

山首「

5R
感
29
葦
度

i 遍
み .τ‘

i 弱
車線4

i 奇
骨募4
邑語字

書 ~8

E 葉
署 7言
者 1売

店 It

i 事
よ募

i 盆
}

19,2001 5 1,200
59.1001157,600
9.0叩 24.凹0

39,4501 10広200

7 ，50則 0，000

叩店01 28,400
6.000 問。000

U曲目，400

日501 14.800
沼周 01 37.2 凹

目，4 501 41.200
市，4 501 42.0 引

7.50 釧 5，4 00

41.5501105.800

25.3501 67.600

41.8501111.600

24,4501 65.200
36.1501 96,400
4.6501 11.200
4.050 叩.800

3.4501 8.000
4.950 目.200

1. 80 釧 .800

M回目 .600

な3001 24.800

6.00ω6.000

28.0501 74.800

24.9001 66.400

26.7001 71.200

ロ2.70 引 327.200

42.0001100.β00

67.0501178.800

50.0aOI120.β00

4 1.7 0釧 11 1. 200

92.00 引 239.569

市8.4 501 449.200

南電

吉宮町

元町

南新町

流川町

六野町

φ町

上北町

北中町

北新町

傑川間

続井町

下伊丹町

上伊丹町

東町

旭町

円高松

長柄町

若緑

葉町

元女

蜘 II

野寺

八野

澱戸町

夏栗

<l>沼

ニツ塵

学園台

木淳

組浜

逮窓

主主
秋浜

旦B l'J
白尾

早

地

附

匁

縄末

定移げを弘、

34.000
74.000
46.800
型， 179

11.600
16.800
22.800,0.800
28.800
185.600
175.189

一

嘉
事孔湾事畏

12.750
27.750
17,550
22.笠E
4.350
6.300
8,550
4,050
10.800
69,600
98,400
108.600

句会区会名

轟

向野

豆E
j旨江

多図

豆
よ山田

下山図

豆亙一
字気

七II

亨耳亙

悌包剛

面王「

""げを丸、
荷札、喜義畏句会・区会名

~~~j

43.463

103.645

笠旦主
29.200

笠忍 1
46.579

84,750I193.996
97.200I195.790
55.350I147.600
6.900I 22.210
6,750 悶加。

同.850I 52.926
8.700I 24.目。

1.753.80014,478.722
1.9861

85.336

「言言言す一方言 Z力主主唱

か!ま〈司区位協 1ど本リ

31.651

盟型 E
10.000
51.651

14.021

7.532

1,494

7.163

1.960

119,492

吋
明
言
判
一
噛
一
醐
百
剛
一
醐

相巴<~

クラブパしりト

努主主総

手書気滋追起夫毎冨

手づ〈リポラジテイ?

値人底力

その他小針

向日角

大崎

亙E
谷

l'1!ll

妻子
旭区別小計

百E莞雨扇面面

か忽く市予ども会

主主主豆亙
士金

字

ノ

気

そ

の

他

扇

不

問
V

地

巨

高

松

地

区

七

筆家

地

巨
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歪覇防経費 t量動資材眠入須便胸!J:: c)

E主主一一一一一
要媛直也得 '"笹楊}

要介腫世俗'"合蜘場建宥パ 63 也得〉

純情児宣銭護手当受鎗者 '"世槽〉

主主主陽書児者施股 (236 名}

見舞金姐墨車策計

地織帰社サービス司陣織

，.他門}

10.000

448.000

配分額

172.000

1.873 ,292

1.243.292

運動綬費

(運動資材鵬入郵便料'"ど)

赤い羽根尖同募金配分合肘

配分先

県内全域への配分
(福祉活動貨として配分)

かほ〈市内への配分

(福祉活動貨として配分)

災寄準備金

(県内での災書崎ポラ〆ティアが

活動するための費用として樹立}

みなさまの善意は立のように世立てられています.

ト、羽根共同…い道，r.歳末た同一い道
四句祖こ碕せられた赤い羽似共同耳金 i草 川 田明笠に寄せられた級品たすけあい募金，"，

却年度市内で縞祉活動を何う縞祉間体やポラ 川支畿を必要とする人々が、地域で安心して務らせ

ノティア閥帥どの瑚同た刷摘出れます. 川るよう刷融肺推進のた刷こ附市まし ι
仰包聞

配分緩

235.000

315,000

23広000

1.035.000

1 広000

1.1 80β00

3.015.000

1,240,373

275.000

農家た引?あい募金配分合計 I 4 ，5日， 373

{か lまく市リハビリ友の会

「スカイクロス大会 j の織子]

市内にある偏祉団体等の交流活動や

行事への支僚をしています. r亦い羽

似共同募金 J は助成金として商船者や

仰がい者などの当事者団体の活動にも

役立てられています . lie 司

宙研面王り削 4

[隙がい者続労支領事業所創策での

歳末レクリヱ -y ヲ/問具附豆式の倫子]

市内の福祉錨殺を利用されている方々

の生きがいづ〈りや和明 1者同士の交洗を

闘的として、各施段から Illlm 希銀のあっ

たレリクリエーシヨン JII Jlを如 lE しまし

た.



|誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して |l

平成30年度会員募集 かほく市社会福祉悔聴会

賛助会員のご紹介

かiまく市社会福祉協級会では.俊助会員の加入をお願いしています.

「地域の福祉Iii]止に1'1献したいJ などのお奪えがある企来符の皆さまに、

社凶会員として財政而から社toの福祉事業をサポートしていただいています.

会IIの務!I!はfl'lIUを通じて行っております.みなさまのご堕解とご協力をお願いいたします.

会員とは乍

かほく iiiに!lらす住民のみなさまー人ひとりが噌岐福祉の良さ思解者に

なっていただくために そして さまざまな絶域福祉活動の阪動力になっで

いただくため、会員の加入をお願いしています.

@会員の聞と会費(暗) ー般会民の糊につきましては
一般会員〈世帯) 200円 毎年、 7 月 -8 月にかけて町会区

特別会員(個人 団体) 1,0001'! 民会連合会を通じてご依傾させて

賛励会員〈法人) 10.000円 いただいております.

ありがと ;1

ございまu，;正

。今村会計穆務所槽

。綜式会社ヴァケーション揖

。線式会社内潟自動車様

。有限会社うのけ書店様

。尾山石油徐式会社樺

。河北ガス水道韓式会社樟

。かlまく市七銀女性会樟

。きくのや華局様

。岸段備工草綜式会社揮

。工ー自動車線式会社様

。綜式会社杉本自動車サービス織

。セレモニーステーションはまなす樺

。有限会社タカヒラ樟

。高松石油徐式会社樺

。韓式会社西国自動車樺

。東日本ツーリスト線式会社樺

。松本自動車サービス樟式会社徴

。有限会社轟自動車様

。綜式会社山本自動車商会機

Oi-!晋制執成30'，辺II 附日製住}

平成29年度もたくさんのカかり福祉向上にとご寄附をいただきました.みなさまかbの寄附金は

地域偏祉の向ょを目的に社会福祉協鎌会が彼進する社会福祉耶業に有効に前閉させていただきます.

市内匡名 2 名 ※社会悩祉脇続会への笥附金は 所得鋭 住民鋭の符験対象に伝ります

次のカからプルタプ収集にご協力いただきました.

・かほ〈市立宇ノ気中学校機

ほか多〈の市ro，:，のみ危さまからプルタプや使川野み切手 鮫川読みインクカ トリツンの収娘lこご箇"いただきました.

発行 鋼製 社会福祉活人tIほ〈市社会福祉協風会 〒'"ト1173 か陪〈前章醸ロ毘.地w，七塚健康福祉センタ肉〉

&[uau..vwu] ……kyo.or.jpf 一一醐5……品

か出向山田脳同


